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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 52,429 12.3 539 ― 458 ― 1 ―
23年3月期第2四半期 46,675 △12.1 △502 ― △431 ― △531 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 176百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △971百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 0.03 ―
23年3月期第2四半期 △11.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 92,126 41,076 44.5
23年3月期 96,306 41,259 42.8
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  41,008百万円 23年3月期  41,193百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
24年3月期 ― 8.00
24年3月期（予想） ― 8.00 16.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
（参考）予想受注工事高 「通期」 116,000百万円 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 118,000 8.0 3,000 142.7 2,800 108.5 1,500 165.5 33.57



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３
ページ「１．四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 45,963,803 株 23年3月期 45,963,803 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 1,284,509 株 23年3月期 1,280,170 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 44,681,294 株 23年3月期2Q 44,699,140 株



  

  

  

  

（参考）個別業績予想  

平成24年３月期の個別業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

  （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 

通期 117,000  8.0 3,000 139.8 2,800 106.5  1,500  161.3 33 57 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 

（参考）予想受注工事高「通期」 百万円  115,000
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災や福島第一原子力発電所の事故の影響により依

然として厳しい状況にある中で、サプライチェーンの立て直しが進み、企業の生産活動は上向きの兆しがみられた

ものの、急激な円高の進行及びその長期化、米国経済の失速懸念や欧州の財政不安による世界景気の停滞等、先行

き不透明な状況で推移しました。 

 建設業界におきましては、復旧及び復興工事の需要が一部あるものの、民間設備投資の回復に力強さはなく、か

つ公共投資も低調に推移している等、受注環境は依然として厳しい状態が続いております。 

 このような状況のもと、中期経営計画「原点に戻り活力あるダイダンを実現する」に基づき、受注と利益の確保

に取り組んでまいりました結果、当第２四半期連結累計期間における業績は次のとおりとなりました。 

 受注工事高は、厳しい受注環境ながらも前年同四半期連結累計期間と同水準の 百万円となりました。 

 完成工事高は、大型物件の進捗が進んだこと等により、前年同四半期連結累計期間比 百万円増の 百

万円となりました。 

 完成工事総利益は、完成工事高の増加及び完成工事総利益率の改善により前年同四半期連結累計期間比 百万

円増の 百万円となりました。 

 営業損益は、完成工事総利益の増加を受け、 百万円の営業利益となりました。（前年同四半期連結累計期間

は502百万円の営業損失） 

 経常損益は、営業利益の増加を受けたものの、為替差損 百万円等の発生により 百万円の経常利益となりま

した。（前年同四半期連結累計期間は 百万円の経常損失） 

 四半期純損益は、投資有価証券評価損 百万円の発生もありましたが、経常利益の増加を受け、法人税、住民

税及び事業税、法人税等調整額及び少数株主利益を控除した結果、 百万円の四半期純利益となりました。（前年

同四半期連結累計期間は 百万円の四半期純損失） 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は 百万円となり前連結会計年度末に比べ 百万円減少

いたしました。主な要因は、受取手形・完成工事未収入金の減少（ 百万円）及び現金及び預金の減少（ 百

万円）等が未成工事支出金の増加（ 百万円）等を上回ったことによるものです。固定資産は、 百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ 百万円増加いたしました。主な要因は投資有価証券の増加（ 百万円）及び前

払年金費用の増加（ 百万円）等が有形固定資産の減少（ 百万円）及び無形固定資産の減少（ 百万円）等を

上回ったことによるものです。 

 この結果、総資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は 百万円となり前連結会計年度末に比べ 百万円減少

いたしました。主な原因は、支払手形・工事未払金の減少（ 百万円）等が未成工事受入金の増加（ 百万

円）及び賞与引当金の増加（ 百万円）等を上回ったことによるものです。固定負債は 百万円となり前連

結会計年度末に比べ 百万円増加いたしました。主な要因は、長期借入金の増加（ 百万円）が、退職給付引当

金の減少（ 百万円）等を上回ったことによるものです。 

 この結果、負債合計は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は 百万円となり前連結会計年度末に比べ 百万円減少

いたしました。主な要因は、剰余金の配当（ 百万円）及びその他有価証券評価差額金の増加（ 百万円）等に

よるものです。 

 この結果、自己資本比率は %（前連結会計年度末は %）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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キャッシュフローの状況  

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フロー、投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローの減少により、前連結会

計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、減少した資金は 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の減少）となりま

した。主な要因は、仕入債務の減少等の資金の減少要因が、税金等調整前四半期純利益の計上、売上債権の減少、

未成工事受入金の増加及び法人税等の還付額等の資金の増加要因を上回ったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、支出した資金は 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の支出）となりまし

た。主な要因は、投資有価証券の取得による支出等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果、減少した資金は 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の減少）となりまし

た。主な要因は、配当金の支払い等によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、下記の通り修正いたしました。 

受注工事高は、現状を踏まえ事業年度末までの受注計画を見直した結果、前回公表の 百万円から約

百万円減の 百万円へ修正しております。 

売上高は、受注工事高の減少を受け、前回公表の 百万円から約 百万円減の 百万円に修正し

ております。 

利益面につきましては、売上高の減少見込みを受け、営業利益は前回公表の 百万円から約 百万円減の

百万円へ修正しております。経常利益は、営業利益の減少及び円高の影響による為替差損が見込まれること

から、 百万円から約 百万円減の 百万円へ修正しております。当期純利益は、経常利益の減少見込み

を受け、 百万円から約 百万円減の 百万円へそれぞれ修正しております。 

  

 上記の業績予想の修正につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は、業績予想数値と異なる場合があります。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  

  

756 23,154

73 4,239

230 441

227 286

124,000 8,000

116,000

119,000 1,000 118,000

3,500 500

3,000

3,500 700 2,800

1,700 200 1,500

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 23,938 23,181

受取手形・完成工事未収入金 48,839 45,412

有価証券 100 100

未成工事支出金 387 867

材料貯蔵品 0 0

繰延税金資産 1,092 1,087

その他 2,233 1,664

貸倒引当金 △80 △5

流動資産合計 76,512 72,309

固定資産   

有形固定資産 3,391 3,333

無形固定資産 763 662

投資その他の資産   

投資有価証券 7,033 7,366

繰延税金資産 1,350 1,043

前払年金費用 5,331 5,647

その他 2,978 2,625

貸倒引当金 △1,054 △861

投資その他の資産合計 15,639 15,821

固定資産合計 19,794 19,817

資産合計 96,306 92,126
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 36,344 30,353

短期借入金 6,645 6,657

未払法人税等 2 150

未成工事受入金 1,661 2,687

賞与引当金 － 1,189

役員賞与引当金 － 40

完成工事補償引当金 187 178

工事損失引当金 811 748

その他 5,079 4,676

流動負債合計 50,732 46,680

固定負債   

長期借入金 2,095 2,217

退職給付引当金 1,544 1,485

環境対策引当金 220 220

長期未払金 439 439

海外投資損失引当金 13 5

その他 0 0

固定負債合計 4,314 4,369

負債合計 55,047 51,049

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,479 4,479

資本剰余金 4,809 4,809

利益剰余金 32,428 32,072

自己株式 △626 △628

株主資本合計 41,091 40,733

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 73 252

為替換算調整勘定 28 21

その他の包括利益累計額合計 102 274

少数株主持分 65 68

純資産合計 41,259 41,076

負債純資産合計 96,306 92,126
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

完成工事高 46,675 52,429

完成工事原価 42,260 47,058

完成工事総利益 4,415 5,371

販売費及び一般管理費 4,917 4,832

営業利益又は営業損失（△） △502 539

営業外収益   

受取利息 12 9

受取配当金 82 93

受取保険料 149 84

その他 20 36

営業外収益合計 265 224

営業外費用   

支払利息 82 79

支払保証料 3 10

為替差損 99 193

その他 8 21

営業外費用合計 194 304

経常利益又は経常損失（△） △431 458

特別利益   

固定資産売却益 1 27

移転補償金 － 24

投資有価証券売却益 48 －

貸倒引当金戻入額 101 －

特別利益合計 151 51

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 0 1

投資有価証券評価損 406 202

特別損失合計 407 203

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△686 306

法人税、住民税及び事業税 53 110

法人税等調整額 △207 190

法人税等合計 △153 300

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△532 6

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1 4

四半期純利益又は四半期純損失（△） △531 1
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△532 6

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △431 178

為替換算調整勘定 △7 △8

その他の包括利益合計 △439 170

四半期包括利益 △971 176

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △969 174

少数株主に係る四半期包括利益 △2 2
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△686 306

減価償却費 219 217

貸倒引当金の増減額（△は減少） △101 △257

退職給付引当金の増減額（△は減少） △43 △58

受取利息及び受取配当金 △95 △102

支払利息 82 79

投資有価証券評価損益（△は益） 406 202

投資有価証券売却損益（△は益） △48 －

固定資産売却損益（△は益） △1 △27

移転補償金 － △24

固定資産除却損 0 1

売上債権の増減額（△は増加） 7,345 3,757

未成工事支出金の増減額（△は増加） △268 △479

その他の流動資産の増減額（△は増加） 450 323

その他の固定資産の増減額（△は増加） － △315

仕入債務の増減額（△は減少） △10,918 △5,991

未成工事受入金の増減額（△は減少） 997 1,025

その他の流動負債の増減額（△は減少） △777 712

その他の固定負債の増減額（△は減少） △50 △7

小計 △3,489 △638

利息及び配当金の受取額 95 102

利息の支払額 △83 △81

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △761 543

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,239 △73

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △50 △49

有価証券の売却及び償還による収入 50 49

有形固定資産の取得による支出 △59 △73

有形固定資産の売却による収入 3 87

投資有価証券の取得による支出 △403 △232

投資有価証券の売却及び償還による収入 150 －

貸付金の回収による収入 6 2

その他の支出 △160 △45

その他の収入 21 30

投資活動によるキャッシュ・フロー △441 △230
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 21,420 15,820

短期借入金の返済による支出 △21,470 △15,920

長期借入れによる収入 1,200 1,300

長期借入金の返済による支出 △1,075 △1,067

自己株式の取得による支出 △4 △2

自己株式の売却による収入 1 －

配当金の支払額 △357 △357

財務活動によるキャッシュ・フロー △286 △227

現金及び現金同等物に係る換算差額 △46 △225

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,013 △756

現金及び現金同等物の期首残高 29,936 23,911

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,922 23,154
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

部門別受注工事高・完成工事高・繰越工事高（連結） 

 （単位：百万円）  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

  

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間  前連結会計年度  

（自平成22年４月１日   

   至平成22年９月30日） 

（自平成23年４月１日   

  至平成23年９月30日） 

（自平成22年４月１日 

   至平成23年３月31日）

金 額 構成比％ 金 額 構成比％ 金 額 構成比％ 

受

注

工

事

高 

電 気 工 事  8,686  16.1  11,936  22.1  20,765  18.8

空 調 工 事  33,620  62.3  30,687  56.8  64,949  58.6

水道衛生工事  11,672  21.6  11,381  21.1  25,036  22.6

合 計  53,978  100.0  54,004  100.0  110,751  100.0

(リニューアル工事)  26,668  49.4  33,459  62.0  55,395  50.0

( 海  外  工  事 )  1,623  3.0  5,412  10.0  2,301  2.1

完

成

工

事

高 

電 気 工 事  9,222  19.8  9,105  17.4  20,285  18.6

空 調 工 事  27,222  58.3  32,580  62.1  66,206  60.6

水道衛生工事  10,230  21.9  10,743  20.5  22,733  20.8

合 計  46,675  100.0  52,429  100.0  109,224  100.0

(リニューアル工事)  20,800  44.6  24,963  47.6  50,294  46.1

( 海  外  工  事 )  1,845  4.0  2,913  5.6  5,809  5.3

繰

越

工

事

高 

電 気 工 事  9,086  10.1  12,933  15.0  10,101  11.9

空 調 工 事  62,713  69.3  53,165  61.7  55,059  65.1

水道衛生工事  18,558  20.6  20,058  23.3  19,421  23.0

合 計  90,358  100.0  86,157  100.0  84,582  100.0

(リニューアル工事)  22,021  24.4  29,671  34.4  21,174  25.0

( 海  外  工  事 )  4,705  5.2  3,918  4.6  1,419  1.7
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